
社協会費配分金事業（令和 4 年度実施） 

令和 4年度の社協会費は、合志市の皆さま並びに多くの事業所さまから 6,333,600円のご

協力をいただきました。ありがとうございました。皆さまにご協力いただいた社協会費がど

のように活用されているのか、「令和 4年度合志市社会福祉協議会事業報告」の中から抜

粋してご紹介します。 

事業内容 写真 

① 

生
活
困
窮
者 

 
 

 

自
立
支
援
事
業 

配分金額 750,000円 
 

「暮らし」「仕事」「家計」など、さまざまな事情により経済的にお

困りの方を対象に相談員が一緒に考え、 解決へのお手伝いを

します。 

就労、心身の問題、将来への不安など抱えている問題を専門

の相談員が幅広く伺い、自立に向けた必要な支援を提供できる

ように相談支援を実施しています。 

② 

ぽ
っ
か
ぽ
か 

 
 

サ
ポ
ー
ト
事
業 

配分金額 783,600円 

 

住民のちょっとした困りごとを住民同士で支え合う「ぽっかぽか

サポート事業」を実施・運営。 

また、“ふら～っとホーム太陽”を拠点に、地域住民（サポータ

ー）による安否確認・電話での「お元気コール」にて安否確認を

実施しています。 

③ 

児
童
青
少
年 

 
 

 

福
祉
事
業 

配分金額 300,000円 
 

福祉やボランティアについて興味関心を高め、共生のまちづくり

を考えるきっかけづくりを目的に、小学生ワークキャンプを実施

しました。初めに、日常から車イスで生活をされている方からの

講話を行い、その後、体験活動として、障害の有無に関わらず、

交流ができる車いすバスケットボールを実施しました。 

④ 

地
域
福
祉 

 
 

 

支
援
事
業 

配分金額 1,500,000円 
 

合志市の特性（新興住宅地と農業地域の共存）を活かしシニア

世代の社会参加を促進するために農業体験を行う「エンジョイフ

ァーム」を開設しました。 

地域の事業所や住民の協力を得て、はじめての方でも気軽に

農業を知る講座や体験を実施し、実際に畑で農作業を行ってい

ます。 

⑤ 

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援 

事
業
（高
齢
者
サ
ロ
ン
） 

配分金額 380,000円 
 

住民同士の交流促進から互いに見守り、支え合える地域づくり

を推進するために実施しています。 

高齢者を対象にしたサロンは、季節の行事を楽しんだり、いきい

き百歳体操や脳トレ、また保育園児との交流などを通して仲間

づくりや閉じこもり防止など、介護予防につながっています。 

また、一部の高齢者サロンに「eスポーツ」を導入し、サロン活動

の活性化に繋げました。 

ぽっかぽかサポート 
出前講座の様子 

小学生ワークキャンプ 

エンジョイファーム 

生活支援相談センター 
安心サポート合志 

参加者が eスポーツ 
を楽しむ様子 



社協会費配分金事業（令和 4 年度実施） 

 

⑥ 

福
祉
育
成
援
助
活
動 

配分金額 1,000,000円 
 

家庭で使いきれない食品を募り、フードロス削減協力者をはじ

め、コロナ禍により生活に不安をお持ちの家庭やひとり親家庭

等を対象に、無料の食料・日用品の配布会をふれあいフェステ

ィバルと同日に実施しました。また、西合志南中学校の地域貢

献活動の中で、生徒自らが考案した、学校で未使用の文房具を

集めて配布する、文房具の配布会も併せて開催しました。 

「つながる愛地域の愛合志の愛～あい♡まるごととどけます～」

と題して、福祉啓発・住民交流を目的に“ふれあいフェスティバ

ル”を開催しました。ボランティア団体・福祉事業所・熊本高等専

門学校等の協力を得て、福祉用具の展示や盲導犬体験、ボッ

チャ・e ボッチャ体験、バザーを実施しました。さらに、学生なが

ら、子ども食堂を立ち上げ運営している宮津航一氏より「食から

つながる地域の愛」と題し記念講演を開催しました。 

 

⑦ 

地
域
活
動
支
援 

 
 

セ
ン
タ
ー
事
業 

配分金額 220,000円 
 

 

 

 

 

 

障がいをお持ちの方々の余暇活動及び相談支援を行います。

ご利用者の活動の場、ボランティアや地域の方々との交流の場

も提供しています。感染対策を講じた上で、定期活動として、陶

芸・手話教室を行っています。また、手芸、外出・季節行事も随

時計画しており、合志市内の物産館等では、製品展示及び販売

もしています。 

⑧ 

ふ
ら
～
っ
と 

 
 

 

ホ
ー
ム
太
陽 

配分金額 100,000円 
 

地域の身近な相談場所として、南ヶ丘ひかりにて「行政」「心配

ごと」について、専門の行政書士（第 1 水曜日）とボランティア

（第 1～4水曜日）による無料相談所を開設しています。 

行政サービスや制度、手続き等については行政書士、日常の

不安や困りごと等についてはボランティアが主として相談に応じ

ます。 

⑨ 

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業 

配分金額 1,000,000円 
 

熊本県社会福祉協議会より一部事務委託を受け、利用者との

契約に基づき、認知症や精神障がい等により日常生活を営む

のに支障がある方に対し、福祉サービスの利用に関する相談

や助言を行い、更に福祉サービスの提供を受けるために必要な

手続き、又は福祉サービスの利用に要する費用の支払いに関

する便宜を供与すること、その他の福祉サービスの適切な利用

のための一連の援助を一体的に行っています。 高齢や障害に

より、ひとりでは日常の生活に不安のある方が地域で安心して

生活が送れるよう、福祉サービス利用援助を中心に、日常的な

金銭管理や書類等の預かり・保管などの支援を行っています。 

⑩ 

生
活
福
祉
資
金 

 
 

貸
付
事
業 

配分金額 300,000円 
 

低所得世帯、高齢者世帯、障がい者世帯などに、必要な資金の

貸付と相談援助を行い、世帯の経済的自立と生活意欲の助長

並びに在宅福祉と社会参加の促進を図り、安定した生活を送ら

れるよう支援することを目的に実施しています。 

フードパントリー 

文房具配布会の様子 

ふれあいフェスティバル 2022 

 

クラフトペーパーで 
作成した小物入れ 


